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農
作
物
の
収
穫
も
済
み
、
紅

葉
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
紅

葉
は
日
中
の
温
度
差
が
大
き
い

ほ
ど
早
く
始
ま
り
ま
す
。
今
年

は
九
月
の
高
温
に
よ
り
、
例
年

よ
り
一
週
間
遅
れ
と
な
り
ま
し

た
が
、
山
々
は
色
鮮
や
か
に
染

ま
り
深
ま
る
秋
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
紅
葉
前
線
と
は
、
紅
葉

の
進
む
様
子
を
地
図
上
に
表
し

た
も
の
で
、
カ
エ
デ
の
南
下
す

る
速
度
は
、
一
日
約
二
十
七
㎞
、

お
よ
そ
五
十
日
で
日
本
列
島
を

南
下
す
る
そ
う
で
す
。

　

組
合
事
業
も
上
半
期
を
終
了

し
ま
し
た
が
、
概
ね
計
画
通
り

進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
念
願
の
新
那
須
高
原

Ｃ
Ｓ
・
支
所
の
起
工
式
を
行
い
、

来
年
五
月
完
成
に
向
け
始
動
し

ま
し
た
。
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神
事
は
黒
磯
神
社
、
月
江
宮
司
の
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
参
列
者
が

見
守
る
な
か
、
前
田
組
合
長
が
鍬
入
れ
、

施
工
者
代
表
が
地
鎮
の
儀
を
、
続
い
て

玉
串
奉
奠
な
ど
が
行
わ
れ
、
工
事
の
無

事
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栗
川
市
長
始
め
来
賓
の
皆
様

よ
り
挨
拶
を
頂
き
、
い
よ
い
よ
新
設
工

事
が
明
年
五
月
完
成
を
目
指
し
始
動
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
新
設
工
事
は
、
合
併
当
初

か
ら
組
合
運
営
合
理
化
計
画
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
現
在
の
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
と
西

那
須
野
Ｃ
Ｓ
を
統
合
し
施
設
の
合
理
化

を
図
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

県
北
地
域
合
理
化
検
討
協
議
会
、
建

設
委
員
会
、
理
事
会
に
お
い
て
三
ヶ
年

に
亘
り
慎
重
な
協
議
を
重
ね
て
来
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び
プ
ラ
ン
ト
関

係
の
補
助
事
業
対
象
が
確
定
し
着
工
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。 
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施
設
概
要

場　

所　

黒
磯
市
下
厚
崎
の
自
所
有
地

　
　
　
　

（
国
道
四
号
線
、
黒
磯
バ
イ

パ
ス
下
厚
崎
陸
橋
側
）

面　
　

積　

一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

能　
　

力　

日
量　

三
五
〇
ｔ

貯
乳
タ
ン
ク　

六
〇
ｔ　

二
基

　
　
　
　
　

三
〇
ｔ　

四
基

受
乳
場　

同
時
四
台
受
入

送
乳
場　

同
時
三
台
積
込

車
両
進
行　

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

車
両
洗
浄　

Ｃ
Ｉ
Ｐ
全
自
動

制
御
方
法　

自
動
制
御
に
よ
る
集
中
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
（
受
入
・
積

込
・
冷
却
・
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）

設
計
管
理　

Ｊ
Ａ
全
農
と
ち
ぎ

施
行
業
者

　

土
木
工
事　

東
昭
建
設
㈱

　

排
水
工
事　

森
永
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

　

プ
ラ
ン
ト　

ヤ
ス
ダ
フ
ァ
イ
ン
テ
㈱

　

建　
　

物　

小
池
建
設
㈱

　

支　
　

所　

小
池
建
設
㈱

　

工
事
費　

概
算
六
億
九
千
万
円
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新
那
須
高
原
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
支
所
建
設
起
工
式
を
九
月
二
十

九
日
、
黒
磯
市
の
建
設
敷
地
で
行
い
ま

し
た
。

　

式
に
は
、
地
元
黒
磯
市
の
栗
川
市
長

始
め
、
郷
間
那
須
農
政
事
務
所
長
、
立

壁
大
田
原
林
務
事
務
所
長
、
神
辺
県
畜

産
振
興
課
副
主
幹
が
臨
席
さ
れ
、
組
合

役
職
員
と
施
行
業
者
合
わ
せ
て
五
十
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
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前田組合長による鍬入れ

那須高原CS・支所建設地
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で
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
お
帰
り
の
際
に
は
、
両
陛
下

よ
り
「
こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大
切
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
お
言

葉
を
戴
き
、
家
族
の
皆
さ
ん
大
変
感
激

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

尚
、
小
針
氏
は
両
陛
下
の
訪
問
に
際

し
、
関
係
機
関
並
び
に
青
木
支
部
員
・

青
年
部
員
の
皆
様
に
、
特
段
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。
当
家
を
始
め
近
隣

の
皆
様
に
は
諸
準
備
等
大
変
ご
苦
労
さ

れ
た
こ
と
と
察
し
ま
す
が
、
小
針
家
の

歴
史
に
永
遠
と
刻
ま
れ
る
こ
と
と
念
じ

ま
す
。

小
針
牧
場

　

住　
　

所　

黒
磯
市
青
木
六
七
七

　

経 
営 
者　

小
針　

勇

　

飼
養
頭
数　

百
七
十
四
頭

　

日　
　

量　

約
三
千
㎏
（
一
〇
月
）

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
九
月
十
七
日
、

本
組
合
員
、
黒
磯
市
の
小
針
牧
場
を
視

察
に
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
陛
下
は
、
牧
場
主
の
勇
氏
、
後
継

者
の
勤
さ
ん
の
案
内
で
場
内
を
一
周
さ

れ
、時
折
、乳
牛
の
管
理
法
や
牛
舎
の
構

造
、
給
与
し
て
い
る
飼
料
等
に
つ
い
て

興
味
深
く
質
問
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

圃
場
で
は
、
圃
場
の
位
置
・
面
積
・
栽

培
作
物
名
等
の
説
明
の
後
、デ
ン
ト
コ
ー

ン
の
生
育
状
況
も
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

　

場
内
を
視
察
さ
れ
た
後
は
客
室
に
お

い
て
、
家
族
及
び
地
元
の
栗
川
仁
黒
磯

市
長
、
山
口
幸
志
県
畜
産
振
興
課
長
が

臨
席
し
、
地
域
の
自
然
や
酪
農
現
況
、

全
共
と
ち

ぎ
開
催
に

も
触
れ
ご

歓
談
さ
れ

ま
し
た
。

準
備
さ
れ

た
料
理
、

牛
乳
も
試

飲
さ
れ
、

大
変
喜
ん
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県
学
乳
供
給
事
業
推
進
協
議
会
が
主
催

す
る
「
親
子
酪
農
・
乳
業
体
験
ツ
ア
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
ツ
ア

ー
は
、
親
子
で
参
加
し
て
頂
き
、
酪
農
の

体
験
と
毎
日
学
校
で
飲
ん
で
い
る
給
食
用

牛
乳
の
生
産
工
程
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

い
、
同
時
に
本
県
が
生
乳
生
産
第
二
位
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
頂
く
企
画
で
、
今
年

は
二
回
（
九
月
二
十
五
日
・
十
月
二
十
三

日
）
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

酪
農
体
験
は
自
然
豊
か
な
「
酪
農
と
ち

ぎ
ふ
れ
あ
い
牧
場
」
で
行
い
、
搾
乳
体
験

・
牛
達
と
の
記
念
撮
影
・
バ
タ
ー
作
り
体

験
等
を
行
い
ま
し
た
。
昼
食
は
、
自
分
達

で
作
っ
た
ば
か
り
の
バ
タ
ー
を
パ
ン
に
付

け
て
味
わ
い
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
施
設
内
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
食
し
な
が
ら
、
担
当
職

員
よ
り
牧
場
の
概
要
や
牛
乳
の
生
産
工
程

に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
正
し
い
牛
乳

の
知
識
を
学
ん
で
頂

き
ま
し
た
。
子
供
達

が
親
と
一
緒
に
牧
場

内
敷
地
を
元
気
に
走

り
ま
わ
る
光
景
が
見

ら
れ
、
満
足
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
業
工
場
見
学
は
、
栃
木
明
治

牛
乳
㈱
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
、
牛
乳
が

製
品
に
な
る
ま
で
を
牛
乳
博
士
（
職
員
）

等
と
質
疑
応
答
し
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
達
は
、
建
物
と
貯
蔵
タ
ン

ク
の
大
き
さ
、
製
造
ラ
イ
ン
か
ら
送
り
出

さ
れ
る
製
品
の
量
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、

牛
乳
の
「
新
鮮
・
安
心
・
安
全
」
の
ア
ピ

ー
ル
と
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
今

後
も
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
九
月
二
十
五
日
に
参
加
さ
れ
た

方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

酪
農
体
験
に
つ
い
て

・
乳
牛
は
温
か
く
、
大
き
か
っ
た
。

・
牧
場
は
広
々
と
し
気
持
ち
よ
か
っ
た
。

・
バ
タ
ー
作
り
は
面
白
く
、
作
っ
た
バ
タ

ー
が
美
味
し
か
っ
た
。

・
乳
牛
に
つ
い
て
、
新
た
に
理
解
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。

乳
業
工
場
に
つ
い
て

・
衛
生
管
理
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
。

・
危
機
管
理
（
安
全
・
安
心
）
の
取
り
組

み
を
見
て
安
心
だ
と
感
じ
た
。

親
子
体
験
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

・
ツ
ア
ー
参
加
し
満
足
し
た
。

・
酪
農
・
乳
業
・
牛
乳
の
認
識
が
良
く

な
っ
た
。

親
子
酪
農
・
乳
業
体
験
ツ
ア
ー

ふ
れ
あ
い
牧
場
を
起
点
に
開
催
中
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案内する牧場主勇氏（中央）と勤さん（右）
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七
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
組
合
は
、
十
万
八
千
三
百
五
十
一

㌧
と
前
年
比
一
〇
二
・
五
％
、
計
画
比

一
〇
〇
・
四
％
の
増
産
が
達
成
で
き
ま

し
た
。
本
組
合
の
伸
び
て
い
る
要
因
は
、

公
社
牧
場
事
業
に
よ
る
規
模
拡
大
・
増

産
意
欲
・
個
体
能
力
向
上
・
暑
熱
対
策

等
の
努
力
が
奏
功
し
た
表
れ
と
察
し
ま

す
。

　

ま
た
、
懸
念
す
る
脱
脂
粉
乳
の
在
庫

量
は
、
製
造
量
の
減
少
と
需
要
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
七
月
末
に
お
い
て
は

九
万
二
千
八
百
㌧
と
や
や
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

　

市
乳
販
売
は
、
猛
暑
に
相
乗
し
売
上

増
を
期
待
し
ま
し
た
が
、
茶
系
の
飲
料

品
は
伸
び
た
も
の
の
、
飲
用
牛
乳
類
は
、

相
次
い
だ
台
風
の
上
陸
に
よ
る
天
候
不

順
も
影
響
し
、
期
待
外
れ
の
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

市
場
は
依
然
と
し
て
低
価
格
競
争
が

続
け
ら
れ
、
各
方
面
と
も
苦
戦
が
強
い

ら
れ
た
中
で
、
売
上
本
数
九
十
七
万
三

千
本
、
前
年
比
八
五
％
、
計
画
比
八
三

・
一
％
の
厳
し
い
実
績
で
し
た
。
東
京

明
販
㈱
を
中
心
に
、
各
量
販
店
と
拡
販

に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
県
北

の
道
の
駅
「
青
木
」
と
「
伊
王
野
」、
那

須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
に
お
い
て
、『
那

須
だ
い
す
き
牛
乳
』
を
発
売
開
始
し
ま

し
た
の
で
、
是
非
、
友
人
知
人
等
へ
の

Ｐ
Ｒ
と
拡
売
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

経
済
事
業
は
、
組
合
購
買
利
用
を
推

進
し
た
結
果
、
濃
厚
飼
料
五
万
八
百
七

十
七
㌧
（
前
年
比
九
九
・
二
％
、
計
画

比
九
七
・
七
％
）、粗
飼
料
二
万
七
千
八

百
三
十
六
㌧
（
前
年
比
一
〇
五
・
二
％
、

計
画
比
一
〇
〇
・
五
％
）
の
供
給
量
と

な
り
ま
し
た
。

　

配
合
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
報

の
と
お
り
十
月
よ
り
ト
ン
当
た
り
三
千

三
百
円
の
値
下
に
な
り
ま
す
が
、
安
定

基
金
か
ら
の
補
填
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
末
端
価
格
は
実
質
千
五
百
円
の
値

上
と
な
り
ま
す
。

　

指
導
事
業
は
、
十
一
月
か
ら
完
全
実

施
さ
れ
ま
す
「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」
に

対
応
す
る
た
め
、
各
戸
巡
回
に
よ
り
施

設
の
確
認
と
整
備
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
五
月
に
は
、
中
国
酪
農
研
修
生
八

名
を
受
け
入
れ
し
、
現
在
六
戸
の
牧
場

で
研
修
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。
導
入
事

業
は
初
妊
牛
価
格
が
依
然
と
し
て
高
値

市
況
か
ら
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
百
二

十
六
頭
と
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

　

組
織
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

酪
農
組
合
を
中
心
に
、
青
年
部
・
女
性

会
と
も
計
画
に
沿
い
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

牧
場
事
業
は
、
今
年
か
ら
本
組
合
が

管
理
し
て
お
り
ま
す
県
有
土
上
平
牧
場

と
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
と
の
併
行
利
用
に

よ
り
後
継
牛
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
預
託
者
の
希
望
に
応
じ
、
受
精

卵
移
植
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

資
本
造
成
第
二
年
度
は
、
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
一
億
三
千
七
百
万
円
の
増

資
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

施
設
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
那

須
高
原
Ｃ
Ｓ
・
支
所
起
工
式
を
行
い
、

本
格
的
な
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

組
合
事
業
は
、
九
月
末
日
を
以
て
上

半
期
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
年
は
十
年

ぶ
り
の
酷
暑
の
夏
と
な
り
、
皆
様
に
は

飼
養
管
理
等
に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
簡
潔
に
進
捗
状
況

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

生
乳
生
産
量
は
、
飼
養
戸
数
・
頭
数

の
減
少
等
に
よ
り
、
全
国
的
に
低
迷
し

て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
全
国
で
は

前
年
比
九
九
・
〇
％
、
関
東
一
〇
〇
・

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
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本組合員８名がロボット搾乳を導入しています



酪農とちぎ農業協同組合　2004.10.28●5

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

九
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調

査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

出
荷
者
は
七
〇
三
戸
で
し
た
。
期
中

の
酪
農
中
止
者
が
二
〇
戸
で
し
た
が
、

新
規
加
入
（
組
合
移
動
含
む
）
が
五
戸

あ
り
、出
荷
戸
数
の
減
少
は
十
五
戸（
二

・
一
％
）
で
し
た
。
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
病
気
等
に
よ
る
酪
農
中
止
が
多

く
、
労
力
不
足
が
主
た
る
理
由
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

飼
養
頭
数
は
、
三
八
七
八
〇
頭
と
前

年
よ
り
二
八
四
頭
（
〇
・
七
％
）
減
少

し
ま
し
た
。
一
戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
、

五
五
・
二
頭
（
〇
・
八
頭
増
）
に
な
り

ま
し
た
。

　

内
訳
を
見
ま
す
と
、
経
産
牛
が
二
六

七
九
二
頭
で
あ
り
、
二
八
頭
の
減
少
に

留
ま
り
ま
し
た
。
未
経
産
牛
（
初
妊
牛

・
育
成
牛
・
外
部
預
託
牛
）
に
つ
い
て

は
、二
五
六
頭（
二
・
一
％
）減
少
し
、保

有
率
が
三
〇
・
九
％
（
〇
・
四
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
が
二
八
頭
減
に
留
ま
っ

た
要
因
と
し
て
、
酪
農
中
止
に
よ
る
二

八
一
頭
の
減
少
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新

規
加
入
等
に
よ
り
二
三
四
頭
増
加
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
依
然
と
し
て
、
初
妊
牛
高
騰
等
に

よ
り
乳
牛
更
新
が
進
ま
な
い
こ
と
、
後

継
牛
確
保
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
ま
す
。

　

経
産
牛
頭
数
が
前
年
並
み
に
も
関
ら

ず
、
上
期
生
乳
生
産
量
が
増
加
（
一
〇

二
・
五
％
）
し
た
理
由
と
し
て
、
昨
年

は
冷
夏
で
あ
り
、
成
牛
の
ス
ト
レ
ス
が

少
な
く
、
受
胎
率
が
良
か
っ
た
為
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

　

未
経
産
牛
で
は
、
初
妊
牛
が
六
四
頭

減
少
し
、
育
成
牛
が
二
六
五
頭
減
少
し

て
い
ま
す
。引
続
き
、公
共
牧
場
等
を
活

用
し
た
後
継
牛
確
保
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

分
娩
予
定
頭
数
に
つ
い
て
は
、
一
二

二
三
二
頭
（
三
三
頭
増
）
で
あ
り
、
概

ね
前
年
並
み
で
し
た
。
下
期
の
生
乳
生

産
量
も
、
前
年
並
み
に
推
移
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

年
々
、
経
産
牛
頭
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
生
乳
生
産
量
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
遺
伝
的
能
力
の
改
良
に
よ
り
、

一
頭
当
り
の
年
間
乳
量
は
向
上
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
安
定
し
た
生
産
基
盤

を
確
保
す
る
為
に
は
、
計
画
的
な
後
継

牛
確
保
・
導
入
が
重
要
で
す
。
併
せ
て
、

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
疾
病
予
防
対
策

に
よ
る
飼
養
環
境
・
管
理
改
善
が
大
切

で
す
。
こ
れ
ら
に
取
り
組
み
、
生
産
性

向
上
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
よ
り

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ���������

乳牛飼養動態調査表
平成16年９月１日現在　

月　別　分　娩　頭　数
１戸
平均
飼養
頭数

飼　　　養　　　頭　　　数

出荷
者数

調査
年月

支所別
合計２月１月12月11月10月９月合計

外部
預託
牛　

育成牛
未種付
牛　　

成　　　　　牛

小計初妊乾乳搾乳

7,2771,1381,2771,2801,2481,1621,17255.523,1541,1794,24317,7322,0922,10013,540417H16.09

那須高原
支 所

7,1961,1921,2341,2591,1621,1141,23555.123,4761,1594,40617,9112,2102,20713,494426H15.09

81－5443218648－630.4－32220－163－179－118－10746－9増　減

2,15632337739136834335452.36,9013671,3655,1697226163,831132H16.09

宇 都 宮
支 所

2,23634138137837237738751.86,9443731,4155,1567036883,765134H15.09

－80－18－413－4－34－330.5－43－6－501319－7266－2増　減

2,79938246448444451151456.78,7253491,0477,3296247825,923154H16.09

栃木県南
支 所

2,76734944747449555944354.78,6442901,0997,2555898705,796158H15.09

32331710－51－48711.98159－527435－88127－4増　減

12,2321,8432,1182,1552,0602,0162,04055.238,7801,8956,65530,2303,4383,49823,294703H16.09

合　計 12,1991,8822,0622,1112,0292,0502,06554.439,0641,8226,92030,3223,5023,76523,055718H15.09

33－39564431－34－250.8－28473－265－92－64－267239－15増　減
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が
一
〇
七
・
一
％
と
伸
び
た
こ
と
か
ら

飲
用
牛
乳
等
向
け
は
一
〇
〇
・
五
％
と

前
月
に
引
き
続
き
前
年
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
年
の
猛
暑
の
割
に

は
期
待
し
た
伸
び
と
は
な
ら
ず
、
八
月

中
旬
以
降
は
台
風
等
の
影
響
で
む
し
ろ

前
年
を
下
回
っ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
て
は
、
生

産
が
前
年
を
下
回
り
飲
用
牛
乳
等
向
け

が
前
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
九
四
・

五
％
と
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

乳
質
成
績
は
、
第
一
四
半
期
に
つ
い

て
は
無
脂
固
形
分
率
・
脂
肪
率
と
も
ほ

ぼ
前
年
並
の
成
績
で
し
た
が
、
七
月
以

降
は
猛
暑
の
影
響
か
脂
肪
率
が
約
〇
・

一
％
低
下
、
無
脂
固
形
分
率
に
つ
い
て

は
前
年
並
み
、
細
胞
数
に
つ
い
て
は
八

月
が
前
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
九
月
は

一
万
強
向
上
す
る
好
成
績
と
な
り
ま
し

た
。

　

九
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

生
乳
販
売
部

　

堅
調
な
生
乳
生
産
続
く
！

　

四
月
以
降
、
生
乳
生
産
は
前
年
を
上

回
る
堅
調
な
生
産
が
続
い
て
お
り
、
最

需
要
期
で
あ
る
九
月
に
つ
い
て
も
前
年

を
大
幅
に
上
回
る
生
産
（
前
年
比
一
〇

二
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
上
期
（
四
月

〜
九
月
）
ま
で
の
累
計
で
も
一
〇
二
・

五
％
と
前
年
を
大
き
く
上
回
る
生
産
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
乳
牛
飼

養
管
理
技
術
の
向
上
、
暑
熱
対
策
の
進

展
、
大
規
模
経
営
者
の
増
頭
等
に
よ
る

も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

都
府
県
に
お
い
て
は
八
月
に
つ
い
て

は
〇
・
六
％
減
と
減
少
傾
向
と
な
り
ま

し
た
が
猛
暑
の
割
に
は
減
少
幅
が
縮
小

と
な
り
ま
し
た
。
関
東
は
一
〇
二
％
と

栃
木
県
・
群
馬
県
・
千
葉
県
・
東
京
都

が
前
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
大
幅
な

伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
用
途
別
販
売
実
績
は
、
飲
用

牛
乳
向
け
が
九
九
・
九
％
と
前
年
を
若

干
下
回
っ
た
も
の
の
、
醗
酵
乳
等
向
け

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移
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９月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

50931466620114893869月 8日十 勝

341111682684552579月15日釧 路

23131209841944814709月16日根 室

460124863644593149月17日豊 富

78104143902694874509月22日北 見

50115152984384784669月27日十 勝

208544885492170444782,343合　　計

14855463228585214891,725前　　月

226762846412130464852,422前年同月

〔単位：円（税込）〕平成16年10月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３１,７３８１,０５０５５,６５０－１１２ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１３２,０３１３０,４５０１９４,２５０－８６Ｆ１雄

７３,０７７４６,２００１３６,５００－６２Ｆ１雌

４０,５００１４,０００５０,０００６６８ホルス雄

十
七
日

館　

林
１４７,３３３１１５,０００１７２,０００７１３Ｆ１雄

１０１,８５０８０,０００１２４,０００７３２０Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪　

農　

部

「
酪
農
青
年
と
の
出
会
い
」 

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

　

十
月
十
日
（
日
）
宇
都
宮
ホ
テ
ル
コ

ン
セ
ー
レ
に
て
、「
酪
農
青
年
と
の
出
会

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引

続
き
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
企
画
か

ら
参
加
者
の
募
集
・
準
備
ま
で
、
全
て

青
年
部
の
手
作
り
で
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
が
あ
り
、
青
年
部
員
二
十
六

名
、
女
性
二
十
九
名
と
昨
年
以
上
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
、
急
遽

会
場
を
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
か
ら
ホ
テ
ル

コ
ン
セ
ー
レ
に
変
更
し
ま
し
た
が
、「
借

り
物
ゲ
ー
ム
」
や
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ジ
ェ

ン
ガ
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
や
ト
ー
ク
＆
ト

ー
ク
を
通

じ
、
大
変

盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

最
初
は
、

恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、

お
喋
り
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
で
は
、
話
題
が

尽
き
ず
、
席
替
え
を
す
る
こ
と
が
申
し

訳
な
い
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。夕
食（
フ

リ
ー
タ
イ
ム
）
で
は
、
二
人
で
お
喋
り

を
楽
し
ん
で
い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
た

り
、
会
場
の
雰
囲
気
は
大
変
良
く
、
話

し
声
や
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
六
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
成
立
し
、
植
木
青
年
部
長
よ
り
記

念
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
、
パ
ー
テ
ィ

ー
実
施
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

継
続
実
施
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

� �����������������������������������������������������������������������������������������������������

司会の金田修一氏
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壬
生
町
羽
生
田
地
内
県
有
地

出
品
頭
数

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン　

百
二
十
頭

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー　
　

十
五
頭

�
　
�
　
�
　
�

「
酪
肉
研
第
十
四
回
乳
用
種

　
　
　

経
産
牛
枝
肉
共
励
会
」
開
催

　

全
酪
連
傘
下
組
合
で
構
成
す
る
関
東

甲
信
越
酪
農
経
営
技
術
研
究
会
（
酪
肉

研
）
主
催
の
枝
肉
共
励
会
が
、
以
下
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
出
品
申
込
み
取
り
ま
と
め
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
出
品
さ
れ
る
よ

九
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

九
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
・
支
所
建
設
に

伴
う
入
札
結
果
に
つ
い
て

　

�四
 
　

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

八
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

B
laster

　

二
〇
〇
三
年
夏
に
は 
      
と
呼

ば
れ
る
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し
話
題
を
よ

び
ま
し
た
が
、
一
人
一
人
が
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
し
、
被
害
を
抑
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
ウ
ィ
ル

ス
駆
除
ソ
フ
ト
・
不
信
な
メ
ー
ル
は
開

か
な
い
・
怪
し
い
サ
イ
ト
は
避
け
る
な

ど
が
最
低
の
防
御
で
す
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
疑
問
点
等
の
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
以
下
の
メ
ー
ル
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
可
能
な
範

�
�

�
�
�
�
�
�
�

囲
で
お
答
え
致
し
ま
す
。
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�
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�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

診
療
業
務
に
つ
い
て

�
�
�
�

「
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」

開
催　

　

県
酪
連
主
催
に
よ
る
第
十
七
回
栃
木

県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
第
一
回
ジ
ャ
ー
ジ

ー
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
時

　

平
成
十
六
年
十
一
月
三
日（
水
・
祝
日
）

開
催
場
所

　

全
共
開
催
地

�

�

�

�
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気
圧
と
太
平
洋
高
気
圧
と
の
拮
抗
、
偏

西
風
の
進
行
方
向
が
台
風
進
路
に
影
響

す
る
よ
う
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

今
年
も
米
・
果
樹
の
盗
難
事
件
が
報

じ
ら
れ
た
が
、
今
度
は
、
県
内
で
ハ
ウ

ス
用
燃
料
の
「
重
油
ド
ロ
ボ
ウ
」
が
多

発
し
て
い
る
と
聞
く
。
厳
し
い
農
業
経

営
の
経
費
節
減
策
と
、
折
角
値
上
げ
前

に
備
蓄
し
た
燃
料
を
抜
き
去
る
と
は
―
。

　

横
行
し
て
い
る
犯
罪
の
も
う
ひ
と
つ

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」。身
内
を
装
っ
て
夫

・
子
・
孫
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
よ
う
に
見
せ
か
け
た
り
、
架
空
料
金

や
借
入
返
済
金
の
振
り
込
み
を
請
求
し

た
り
す
る
詐
欺
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。

自
分
は
大
丈
夫
と
言
い
つ
つ
も
、
つ
い

に
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

だ
。
家
族
揃
っ
て
の
再
確
認
を
是
非
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
盗
難
対
策
は
自

己
管
理
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
倉
庫
・
搾

乳
室
（
犬
猫
進
入
防
止
）
の
施
錠
と
、

車
・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
キ
ー
抜
き
取
り
を
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

今
、
注
目
し
て
い
る
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
全
頭

検
査
の
見
直
し
」。
国
は
、食
品
安
全
委

員
会
の
と
り
ま
と
め
を
受
け
、
二
十
ヶ

月
令
以
下
を
検
査
対
象
か
ら
外
す
方
向

の
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
消

費
者
か
ら
は
、
不
安
や
不
信
感
が
高

ま
っ
て
お
り
、
過
去
の
経
験
を
踏
ま
え

慎
重
な
対
応
を
願
う
も
の
で
す
。（
Ｙ
）

　

台
風
二
十
三
号
も
、
本
県
直
撃
を
避

け
安
堵
し
た
が
、
過
去
十
年
で
最
大
の

被
害
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
土
上
陸

数
は
十
ヶ
と
観
測
史
上
最
多
を
記
録
し
、

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
多
数
の
尊
い
人
命
ま
で

も
奪
っ
た
。
被
災
者
の
皆
様
に
は
謹
ん

で
被
災
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
の
本
土
上
陸
原
因
は
定
か
で
な

い
が
、
台
風
は
発
生
源
と
な
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
沖
付
近
の
海
温
が
高
く
な
る
と
多

発
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
大
陸
性
高
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�

う
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
時

　

平
成
十
六
年
十
二
月
四
日（
土
）

　

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
二
時
ま
で

開
催
会
場

　

茨
城
県
結
城
市

　

筑
西
食
肉
衛
生
組
合
食
肉
セ
ン
タ
ー

出

品

牛　

乳
用
種
経
産
肥
育
牛

　

枝
肉
重
量
三
五
〇
キ
ロ
以
上

出
品
頭
数　

概
ね
四
十
頭

申
し
込
み
方
法

　

十
一
月
十
五
日（
月
）ま
で
に
、
支
所

・
事
業
所
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
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